
 

2 0 2 0 年 8 月 1 7 日 

横浜高速鉄道株式会社 

PRESS RELEASE 

 

みなとみらい線乗務員の新型コロナウイルス感染について 

  
 横浜高速鉄道株式会社（横浜市中区、代表取締役社長 鈴木 伸哉）では、かねてより新型コロナウイルスの

感染予防対策を講じておりましたが、みなとみらい線に乗務する車掌が、新型コロナウイルスに感染したこと

が確認されました。 

 事象の詳細につきまして、以下の通りお知らせいたします。 

 

１ 判明日 

   ２０２０年８月１６日（日） 

 

２ 当該乗務員概要 

   （１）年 代：５０歳代 

     （２）性 別：男性 

     （３）所 属：東急電鉄株式会社（みなとみらい線運転業務委託先） 

  

３ 経過 

〇当該乗務員は、８月１０日に車掌業務を終え、翌８月１１日から勤務を休み、８月１３日に発熱症状が

現れたため医療機関を受診し、翌８月１４日にＰＣＲ検査を実施したところ、昨日８月１６日に陽性で

あることが判明いたしました。 

〇なお、当該乗務員は８月１１日から本日まで乗務しておりません。 

 

４ 状況・対応 

〇当該乗務員は、勤務中、マスクを着用した上で、みなとみらい線及び東急東横線の車掌業務に従事して

おりました。ご利用のお客さまとの接触につきましては、短時間かつ一定の距離をおいての接触に限ら

れるものと認識しております。 

〇当該乗務員が乗務した車両の乗務員室、乗務員詰所などの消毒作業は実施済みです。 

〇濃厚接触者の有無等に関しては、業務委託先の東急電鉄株式会社が保健所の指導も仰ぎながら引き続き

確認をしてまいります。 

〇当社としても、引き続き新型コロナウイルスのさらなる感染拡大を抑止するための対応を行ってまいり

ます。  

 

以上 

 

 


